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「数学的な見方・考え方」を豊かにする算数授業の創造
～4年「垂直・平行と四角形」の授業実践を通して～
杉能道明＊
’研究の要約
令和2年4月から完全実施される新しい小学校学習指導要領の算数科の目標は，『数学
的な見方・考え方を働かせjから始まっている。「数学的な見方・考え方Jとはどのよう
なものなのか。どう変わるものなのか。教師は子どもが「数学的な見方・考え方」を働か
せるようにどう支援するのか。「数学的な見方・考え方」をどのように育成し豊かで確か
なものにするのか。図形領域の4年『垂直・平行と四角形」の単元の授業実践をもとに特
に「平行Jという『図形を構成する要素の位置関係」に関する見方・考え方を単元を通し
；てどのように豊かで確かにしていくべきかを提案する。
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, .問題の所在
新しい小学校学習指導要領の算数科の目標は，
「数学的な見方・考え方を働かせJから始まり，
「数学的活動を通して」「数学的に考える資質・
能力を次のように育成するj と続いている。「数
学的な考え方」と『数学的に考える」は似た言
葉であるが，前者は「考えの進め方」であり，
後者は育成すべき「資質・能力Jを意味してい
ると考える。
「数学的な見方・考え方Jについては，「働か
せJという言葉から，子どもが既にもっている
ものであることが前提になっていることが分か
る。「数学的な見方・考え方Jについては「深い
学び」の鍵と言われたり，「数学的な見方・考え
方j を豊かで確かにすることが「深い学び」で
あると言われたりする（2. (3）で詳しく述べ
る）。つまり，「数学的な見方・考え方Jは変化
するものであることが分かる。しかしながら，「数
学的な見方・考え方Jがどのようなもので，ど
う変わるのが「深い学びjであるか，教師は子
どもが「数学的な見方・考え方Jを働かせるよ
＊ノートルダム清心女子大学
うにどう支援するのか，「数学的な見方・考え方」
をどのように育成し豊かで確かなものにするの
か，は具体的に示されていない。
そこで，授業実践を通して「数学的な見方・
考え方Jがどのようなもので，単元を通してど
う変わるのかを明らかにしたいと考えた。
2.『数学的な見方・考え方』とは何か
( 1）「数学的な見方・考え方」の意味
「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特
別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な
方策等について（2016）」（以下，「2016答申J)
に基づく今回の改訂では，各教科の目標の中に，
各教科等の特質に応じた「見方・考え方」が示
されている。『見方・考え方」とは「児童が各教
科等の特質に応じた物事を捉える視点や考え方J
のことである。前述のように，新しい算数科の
目標の中には算数科の「見方・考え方jである
「数学的な見方・考え方j という言葉がある。
2016答申では，「数学的な見方J，『数学的な
考え方J，「数学的な見方・考え方Jを次のよう
に定義している。
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「数学的な見方J：：事象を数量や図形及びそれらの
関係についての概念等に呈旦してその笠盟主杢宜主
宜主主こと
「数学的な考え方」：目的に応じて数・式，図，表，
グラフ等を活用し，論理的に考え，問題解決の過程
主藍旦亙乏などして既習の知識・技能等を関連付け
ながら統合的・発展的に考えること
「数学的な見方・考え方J：事象を数量や図形及び
それらの関係などに差且して捉え，論理的，統合的
・発展的に考えること（下線：筆者）
これらのことから，「数学的な見方・考え方」
は数量や図形及びそれらの関係などに着目して
捉えるという「見方」と，根拠を基に筋道立て
て考える（「論理的」に考える）という「考え方J'
既習の知識・技能等を関連付けて考える（「統合
的・発展的に考えるJ）という「考え方」をつな
いだものであることが分かる。そして，「着目す
るJ「（論理的，統合的・発展的に）考えるJは
「数学的な見方・考え方」のキーワードである
と考えられる。
( 2）「数学的な見方・考え方Jの具体例
キーワードである「着目する」「考えるj を手
がかりに小学校学習指導要領の算数科の「2
内容Jを読むと「数学的な見方・考え方」の具
体例が見えてくる。例えば，第1学年の数と計
算領域の中の「数のまとまりに着目し，～j と
いう言葉から「数のまとまり」でみる見方・考
え方をねらいとしていることが分かる。このよ
うにして領域ごとに「数学的な見方・考え方」
の具体例を見つけ整理すると次のようになる。
A 数と計算
O数のまとまり
O数量の関係
O数の表し方の仕組み
O数を構成する単位
O二つの数量の対応や変化
O数の意味と表現
0計算について成り立つ性質
B 図形
0ものの形・特徴
。図形の構成要素
0図形の有毒成要素の位置関係
O図形聞の関係
c 測定（第1学年～第3学年）
Oものの特徴
0単位
c 変化と関係（第4学年～第6学年）
O伴って変わる二量の関係
0異種の二量の割合として捉えられる数量の
関係
O日常事象の数量の関係
D データの活用
0データの個数
Oデータを整理する観点
。データの特徴や傾向
0概括的に捉えること
O事象の特徴
( 3）「数学的な見方・考え方Jと「深い学び」
「数学的な見方・考え方Jと「深い学びJの
つながりについて考察する。
小学校学習指導要領（平成29年告示）解説算
数編（以下，「解説算数編J）では，次のような
記述がある。
主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改
善を進めるに当たり，特に「深い学び｜の視点に関
して．各教科等の学びの深まりの鍵となるのが「見
方・考え方Iである。各教科等の特質に応じた物事
を捉える視点や考え方である「見方・考え方Jを，
習得・活用・探究という学びの過程の中で働かせる
ことを通じて，より質の高い深い学びになることが
重重である（下線：筆者）。
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また，次のような記述がある。
算数科の学習においては，「数学的な見方・考え
方Iを働かせながら，知識及び技能を習得したり，
習得した知識及び技能を活用して探究したりするこ
とにより，生きて働く知識となり，技能の習熟・熟
達にもつながるとともに，より広い領域や複雑な事
象について思考・判断・表現できるカが育成され，
このような学習を通じて．「数学的な見方・考え方l
が更に豊かで確かなものとなっていくと考えられる
（下線：筆者）。
また，「主体的・対話的で深い学び」について
次のような記述がある。
1回1回の授業で全ての学びが実現されるもので
はなく．単元や題材など内容や時間のまとまりの中
:1.学習を見通し振り返る場面をどこに設定するか，
グループなどで対話する場面をどこに設定するか，
児童生徒が考える場面と教師が教える場面をどのよ
うに組み立てるかを考え，実現を図っていくもので
主主こと（下線：筆者）。
これらの記述から，「数学的な見方・考え方j
は「深い学び」の鍵であり，「数学的な見方・考
え方」を働かせることを通じて「深い学びJが
実現できること。単元や題材などの内容や時間
のまとまりの中で「深い学びj を実現できるこ
と。「数学的な見方・考え方Jを働かせて「深い
学び」を実現する中で，「数学的な見方・考え方j
も豊かで確かなものとなっていくことが期待さ
れていることが分かる。つまり，「数学的な見方
・考え方Jは働かせるものであり，変化するも
のである。単元の中でそれをつくり，豊かで確
かなものにしていくことができるということで
ある。
3.図形領域での『数学的な見方・考え方』
では，図形領域に焦点を当てて，「数学的な見
方・考え方Jについて考察する。
先に述べた「B 図形」領域の「数学的な見
方・考え方Jを例に詳細に考察していく。
B 図形
①ものの形・特徴
②図形の構成要素
③図形の構成要素の位置関係
④図形聞の関係
①については，例えば，第1学年の「いろい
ろなかたち」の学習では，立体図形を扱うこと
から始めている。身の周りの「箱の形j「筒の形」
「ボールの形Jのものを使って動物や乗り物を
つくる活動がある。この活動を通して，立体図
形の機能面の特徴に着目させることがねらいで
ある。例えば，「箱の形」は積みやすい，転がり
にくいなどの特徴がある。「筒の形Jは積める形
であり転がる形でもある。それを置く向きによ
って機能が変わってくる。動物の足にもなれば
自動車の車輪にもなるわけである。子どもが作
った作品をもとに「どうしてそこにその形を使
ったのかな」「どうしてその向きに置いたのかな」
と意図を確かめる中で立体図形の機能面を自覚
させていく。似ている形を仲間に分ける活動も
ある。子どもは身の周りのものを「箱の形J「筒
の形j 「ボールの形jに仲間分けする活動を通し
て立体図形の特徴に気付いていく。このように，
ものの形・特徴に着目し図形の見方・考え方を
育てていく学習である。
②の図形の構成要素は，直線，直角，頂点，
辺，面，などのことである。図形の構成要素に
着目すると，図形の構成の仕方を考えたり，身
の周りのものの形を図形として捉えたりできる
ようになる。例えば，第2学年では，「3本の直
線でかこまれている形」を三角形ということを
学習する。まず，動物などの絵を直線で囲む活
動を通して，図形を直線で構成することを意識
することができる。次に，できた図形を仲間分
けする活動を通して「3本の直線でかこまれて
????
? ?
いる形」「4本の直線でかこまれている形」があ
ることに気付き，名前を知ることになる。これ
は図形の構成要素である直線に着目し，「3本の」
「直線でJ「かこまれている形」として三角形と
いう図形の見方・考え方を育てていく学習であ
る。
③の図形の構成要素の位置関係に着目する学
習は，第4学年から始まる。子どもは第2学年
で「直角」を学習するが，第4学年では「垂直J
を学習する。「直角」は形のことである。「直角J
は図形の構成要素の 1つであり，対象概念であ
る。一方，「垂直」は位置関係のことである。「垂
直」は図形の構成要素の位置関係のことであり，
関係概念である。後者の概念の方が難しいため，
第4学年という高学年から学習すると考えられ
る。「垂直」の学習に続いて「平行」とし、う位置
関係も学習する。「平行Jは「垂直jをもとに定
義される。この「平行」という図形の構成要素
の位置関係の見方・考え方を働かせると，四角
形の中に特殊な図形を見いだすことができる。
それは，「向かいあう 1紐の辺が平行な四角形j
「向かいあう 2組の辺がどちらも平行になって
いる四角形j である。前者を台形，後者を平行
四辺形ということを知ることになる。この単元
を通して，図形の構成要素の位置関係に着目し，
「平行」とし、う見方・考え方を獲得し，さらに，
その「平行j という見方・考え方を働かせ，「台
形」「平行四辺形」とし、う図形を理解することに
なる。
④の図形聞の関係は，第5学年では「合同J'
第6学年では「線対称」「点対称j 「拡大図j 「縮
図j を学習する。いずれも図形と図形の関係概
念である。基本になっている見方・考え方は，
第5学年「合同jで学習する「（ 2つの図形が）
ぴったり重なるJという図形の見方・考え方で
ある。「線対称Jでは，ある線で、折って重ねると
「ぴったり重なるj関係を，「点対称Jでは，あ
る点を中心に 180°回転させると「ぴったり重
なる」関係を，「拡大図」では，形を変えないで
大きさを何倍か大きくすると「ぴったり重なる」
関係を，「縮図jでは，形を変えないで大きさを
何分の 1かに小さくすると「ぴったり重なるJ
関係を学習することになる。
こうして見てくると， 1つの領域の中でも，
1つの単元の中でも，図形の見方・考え方は豊
かで確かになっていくことが分かる。
4.授業実鶴
次に，授業実践を通して，「数学的な見方・考
え方Jはどのようなもので，単元を通してどの
ように変わるのか，教師は子どもが「数学的な
見方・考え方Jを働かせるようにどう支援する
のか，「数学的な見方・考え方Jをどのように育
成し豊かで、確かなものにするのかを考察してい
きたい。
( 1 ）単元名： 4年「垂直・平行と四角形」
( 2）単元目標
0 2本の直線の位置関係に着目し，垂直・平
行の意味や台形，平行四辺形，ひし形の定義
や性質を理解したり，垂直・平行の関係にあ
る直線や台形，平行四辺形，ひし形を作図し
たりすることができる。 【知識・技能1
0 2本の直線の位置関係に着目し，垂直・平
行の関係にあることや台形，平行四辺形，ひ
し形の分類・弁別について考え，根拠をもと
に筋道立てて説明することができる。
［思考・判断・表現1
0 身のまわりから垂直・平行の関係にある直
線や台形，平行四辺形，ひし形の図形を進ん
で見出したり粘り強く調べたりしようとする。
また，自分の取り組みを振り返り次の学習に
つなげようとする。
I主体的に学習に取り組む態度】
( 3）単元の指導計画（全13時間）
第一次垂直と平行
第1時 2本の直線の位置関係に着目し，垂
直の意味を理解する。 ＜本時①＞
第2時 2本の直線の位置関係に着目し，平
行の意味を理解する。 ＜本時②＞
第二次垂直や平行な直線のかき方
ヮ ??
?
第1時三角定規を使って，垂直や平行な直
線の作図の仕方を考える。
第2時垂直や平行の作図の仕方を活用して，
長方形や正方形の作図の仕方を考える。
第3時方眼紙上で垂直や平行の2本の直線
をみつけたり，作図したりする。
第三次四角形
第1時辺の平行に着目して，四角形を仲間
分けしたり，台形と平行四辺形を弁別
したりする。 ＜本時③＞
第2時辺や角に着目して，平行四辺形の性
質を調べる。
第3時平行四辺形の作図の仕方を考える。
第4時ひし形の意味や性質を調べ，作図の
仕方を考える。
第5時対角線の意味を知り，平行四辺形や
ひし形の対角線の性質を調べる。
第6時ひし形を対角線で切ってできる三角
形の性質を調べる。
第7時平行四辺形，台形，ひし形を敷き詰
め，それを観察し，図形の見方・考え
方を豊かにする。
第四次学習内容のたしかめ（1時間）
(4）指導上の立場
①本単元で豊かで確かにしたい「数学的な見方
．考え方j
本単元で豊かで確かにしたい主要な「数学的
な見方・考え方Jは図形の見方・考え方の「図
形の構成要素の位置関係についての見方・考え
方」である。
子どもはこれまでに『図形の構成要素につい
ての見方・考え方Jを獲得してきている。第2
学年では『かどの形Jとしての「直角j を学習
してきている。
本単元では，その『図形の構成要素について
の見方・考え方Jを働かせ，まず，第一次で『垂
直j 「平行」という「図形の構成要素の位置関係
についての見方・考え方」を獲得する。第二次
では作図を通してその構成の仕方やできた図形
を考察し，「垂直」「平行Jという「図形の構成
要素についての見方・考え方」を確かにしてい
く。さらに，第三次では，主に辺の「平行Jに
着目し，「図形の構成要素の位置関係についての
見方・考え方」を働かせ，四角形を見直す活動
を取り入れる。四角形の中の「向かい合う 1組
の辺が平行J「向かい合う 2組の辺がどちらも平
行Jであるものに気付き，それぞれ台形，平行
四辺形ということを知る。さらに，辺の長さや
角の大きさに着目し，「図形の構成要素について
の見方・考え方」を働かせて，台形や平行四辺
形の性質を明らかにしていく。こうして，図形
の見方・考え方を豊かで確かにすることをねら
っている。
②子どもの予想されるつまずきとその対処
まず，予想されるのが「直角Jと『垂直」の
混同である。 2つの直線の交わり方に着目させ
る数学的活動を通して， 2本の鉛筆を2つの直
線に見立てていろいろな交わり方を構成する中
で「直角」の形に着目させ， 2本の位置関係が
「垂直Jであることを説明する活動を通して違
いを理解させたい。
次に，「平行Jの定義の唆昧さである。子ども
は「平行」を「どこまで行っても交わらない」
と直観的に捉えている。指導方法にも課題があ
り，教師が平行の定義を教え込んでしまう傾向
がある。子どもの直観を大切にしながらも，『垂
直」と関連づけて定義するようにしたい。「どこ
まで行っても交わらない」→「どこも 2つの直
線の間隔の長さが同じJ→「間隔を調べるとき
は斜めではなく垂直な線を引かなくてはならな
いJ→「無数に線を引かなくても 1本の直線で
調べられないか」→『1本の直線がどのように
交わればいのか」→『垂直になればよい」など
と焦点化していく過程を大切にしたい。
①授業の実際
＜本時①＞第一次第1時 2本の直線の位置関
係に着目し，垂直の意味を理解する。
「指導の工夫①
道路地図と道路の交わり方を示した6つ
? ???
のカードを提示し，気付いたことを話し合
う活動を通して，道路は直線であること，
いろいろな交わり方があることに気付きゃ
すくする。
指導の工夫②
2本の鉛筆を使って＠～＠の交わり方を
つくる活動を取り入れ，ベアで確かめ合わ
せることで， 2本の位置関係に目を向けや
すくする。
T 鉛筆を2本用意しましょう。鉛筆を道路の
直線にしましょう。＠～＠の交わり方をつ
くってみましょう。できますか。
c （各自で交わり方をつくる。）
T （道路地図を提示し）この地図を見て気が T では，隣の人とベアになって＠から順につ
付くことを発表しましょう。
c 道路に名前が付いています。
c 道路が交わっています。
c 道路が曲がっています。
c 曲がっているといっても折れ曲がってい
ます。
c 道路はまっすぐな線，直線です。
T では，次のような交わり方をしている道路
はどこにありますか。（次の6つの図のカー
ドを提示し）地図のどこにあるか指差して
みましょう。
⑧~~可三
③ l R l_ R /> 
⑧はどこにありますか？のは…？。
c （一人一人が黒板の地図の方を指差す。）
T では，前に出て＠～＠のカードを地図の上
に目占ってもらいましょう。
c （前に出てカードを地図の予想した箇所に
目占っていく。）
c あっています。（口々に）
このようにして，＠は地図上に2箇所，のは
4箇所，③は1箇所，②は1箇所，＠は1箇所，＠
は1箇所あることを確認し，いろいろな道路の
交わり方があることに気付くことができた。
くって比べてみましょう。
子どもたちは， 2本の鉛筆でいろいろな交わ
り方をつくったり，友達がつくった交わり方と
比べたりすることで，閉じ交わり方・違う交わ
り方を意識しながらいろいろな交わり方がある
ことを確かめることができた。
指導の工夫③
意図的にのの交わり方を示し，これは＠
の交わり方かと問いかけることで， 2つの
直線の交わり方に目を向けやすくする。
T （掲示用の2本の鉛筆の図を見せ，一方の
鉛筆は床面に平行に，もう一方の鉛筆はそ
れに斜めに交わらせて）みんながつくった＠
の交わり方はこれですか。
c 違います。先生，もっとこうしてください。
（手振りで斜めの鉛筆を床面と垂直にするよ
うイ云えてくる。）
c 同じです。
T こういうことですか。（斜めの鉛筆を床面と
垂直にするが，すぐ行き過ぎて斜めにする。）
c あー。先生行き過ぎです。
T どうすればいいですか。
c 2本の鉛筆が直角になったらいいです。
c 同じです。（賛成多数）
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T では，＠の交わり方のときは「＠Jと言い
ましょう。（床面に平行な鉛筆に斜めに鉛筆
を交わらせ，その交点を中心に垂直にした
り斜めにしたりして動かす。）
c （直角ができたときに「＠Jと声を出す。）
こうして，子どもは＠とのの交わり方の違い
は，＠には直角があるがのには直角がないこと
に気付くことができた。直線の交わり方を「直
角Jという「図形の構成要素の見方・考え方」
で捉えることができたところで，本時のめあて
を次のように決めた。
めあて
直線の交わり方に目をつけて＠～＠を2
つに仲間分けしよう。
子どもには＠～＠のカードを配付し，そのカ
ードを使って考える活動にした。
っきぬけている仲間 @0③ と
っきぬけていない仲間 ②＠＠ 
に分ける子どもがいることも想定していたが，
実際には，
角が直角の仲間 ⑧②⑧ と
角が直角でない仲間 む＠＠
に分ける子どもが全員（16名中 16名）であっ
た。めあての前に「直角」でみる見方・考え方
を強く意識したためと考えられる。子どもの仲
間分けの考え方をもとに「垂直Jの定義を次の
ように知らせた。
???????????????
?
????
???
十 lL 
T （掲示用の2本の鉛筆の図を使って）この
2本の直線が交わってできる形は？
c 直角です。
c （賛成多数）
T この2本の交わり方は？
c 垂直です。
c （賛成多数）
c 直角と垂直はちょっと違います。
このようにして， 2本の直線が交わってでき
る角が「直角jであること， 2本の直線の交わ
り方が「垂直」であることを，子どもに説明さ
せながら確認することができた。
＜本時②＞第一次第2時 2本の直線の位置関
係に着目し，平行の意味を理解する。
問題「下の図で直線＠と直線のはのばすと交
わりますか。また，直線むと直線⑦ではどうで
すか。」と下図を提示した。
⑧ 
。
＠ 
⑤ 
子どもは次のように発言してきた。
c 直線＠と直線のは右に伸ばしていくと交わ
ります。
c 右に行くとだんだん近づいて最後には交わ
ると思います。
c 直線むと直線⑦はどこまで行っても交わら
ないと思います。
直線＠と直線のについては，板書上で直線を
伸ばしていき，交わることを確かめた。
直線むと直線＠については，対話を続けた。
「指導の工夫①
｜ 子どもの直観をもとに，丁寧に対話を進
｜め，気付きをもとに垂直と関連づけて平行
｜を定義することにより，平行の意味をつか
????
｜みやすくする。
T （直線のと直線③は）伸ばしても交わらな
いというのはどういうことかな？
c 聞が狭くならないと思います。
c 長さが同じです。
T 長さというのは？
c （直線のと直線＠の聞を指差して）ここで
す。
T 直線のと直線③の聞の「はば」のことです
ね。
c はぱはどこまで行っても同じです。
c （賛成多数）
T はばは斜めの線で測ってもいいですか。
c だめです。長くなってしまいます。
c まっすぐでないといけません。
T 「まっすぐJってどういうことですか。
c 垂直だと思います。
c （賛成多数）
T では図にかいてみますよ。こういうことで
すか。
⑥ ア イ ウ
＠ 」ュカ ク
? ?
h 
このアカ，イキ，ウクの長さはどうなりそ
うですか。
c 同じ長さになると思います。
c 調べてみたいです。
子どもはものさしを使って配られたワークシ
ートのアカ，イキ，ウクの長さを測り，どこも
同じ長さであることを確かめていった。
T どこも閉じ長さになりましたね。幅が同じ
ということですね。でも，本当に3箇所だ
けでいいのかな。もっとたくさん測らない
といけないのではないですか。
c 測っても同じ長さになると思います。
c たくさん測らなくてもいいと思います。
T では，もっと減らしてもいいかな？ 1箇所
だけ測るのではだめですか？
c うー ん。
c 1箇所だったら，上側も垂直になっていな
いといけないと思います。
c ちょっとでも曲がっていたら，伸ばすとど
こかで交わってしまう。
c 曲がらないように垂直でないといけないと
思います。
。
マ⑤ , .眠． ＝．．”．副．‘嗣．． ’ 
こうして，直線のと直線＠が伸ばしても交わ
らないようにするには，直線1本だけを交わら
せて，角が直角になっていること，つまり直線の
にも直線③にも垂直になっていることが必要で
あることをつかんでいった。子どもが平行の見
方・考え方に気付いてきたところで，平行の定
義を次のように知らせた。
1本の直線に垂直な2本の直線は平行で
あるといいます。
υ 
円
指導の工夫②
3本の鉛筆を使って平行をつくる活動を
取り入れることで，平行を構成的に捉えや
すくする。
子どもに2人組のベアをつくらせ， 3本の鉛
筆を使って平行をつくる活動を取り入れた。
子どもは， 2人で協力しながら，一人が 1本，
もう一人が2本の鉛筆を持ち，「ここに直角があ
る」「この交わり方が垂直J「この直線とこの直
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三角定規を使って平行
を確かめている子どもを
称揚することで全員が三
角定規を使って調べるこ
とができた。板書で平行
な辺を確かめ，赤線を引くよう助言した。
では，他の四角形にも平行はありますか？
あります。
（賛成多数）
黍直もありますか？
垂直はありません。
平行が2つあるものもあります。
（賛成多数）
では2つ目の平行には青鉛筆を使って線を
引きましょう。そうやって辺に線を引いて
四角形をよく見ると，同じ仲間が見えてき
ますよ。今日は，つくった四角形を仲間分
けしましょう。
こうして本時のめあてを次のように決めた。
めあて
辺の平行に目をつけて四角形を仲間分け
しよう。
いてみましょう。
jム
T 
c 
線が平行」などと言い合いながら意味を確認す
ることができた。
＜本時③＞第三次第1時辺の平行に着目して，
四角形を仲間わけしたり，台形と平行四辺形
を弁別したりする。
指導の工夫①
ドットカードに指定したいろいろな四角
形をかく活動を取り入れることで，図形の
構成要素である頂点や辺に目を向けやすく
する。 c 
T 
c 
T 
c 
c 
黒板に＠～＠の四角形を提示し， ドットカー
ドに黒板と同じ四角形をかく活動を取り入れた。
子どもは頂点の位置や辺の長さや向きに着目し，
気を付けながら5種類の四角形をかくことがで
きた。
子どもはまず，自分がかいた4つの四角形を
観察して，平行な辺に赤色の線を引いていった。
2組目の平行な線があるときは，青色の線を引
いた。
ほぽ全員（16名中 14名）が平行な組に着目
して仲間分けをすることができていた。辺に色
を付けた視覚支援が有効であったと考えられる。
1組の辺が平行~~~II込
?
? ? ?
? ? ?
?
… ?
?
? ? ? ? ?
? ． 『 ? ? ? ? ? ????〜
?
?
?
? ?
?… ? ? ? ?
? ?
? ?
????
? ?
??
??
指導の工夫②
習ったことを想起しながら四角形を考察
する活動を取り入れることで，辺の位置関
係に着目しやすくする。
5つの四角形を正しくかくことができまし
たね。＠の四角形をよく見ましょう。今ま
でに習ったことがこの四角形にありますか。
平行があります。
（賛成多数）
平行だけですか。
垂直はありません。
⑧の四角形には平行があるんですね。どの
辺とどの辺が平行ですか。赤鉛筆で線を引
????
T 
c 
T 
c 
T 
c 
2組の辺が平行
思lI' 
平行な辺がない
子どもたちの仲間分けの考えをもとに，台形，
平行四辺形を次のように定義した。
向かいあう 1組の辺が平行な四角形を台
形といいます。向かいあう 2組の辺がどち
らも平行になっている四角形を平行四辺形
といいます。
／「｜／／
指導の工夫③
台形や平行四辺形を弁別する活動を取り
入れることで，台形や平行四辺形の定義の
理解を確実にする。
台形と平行四辺形の定義を知らせたところで，
次のような問題を提示した。
問題「台形や平行四辺形をみつけましょう。
また，台形や平行四辺形になるわけをいいまし
フ。J ? ? ? ??
?
?
まず，台形から取り上げて話し合った。＠＠
がなぜ台形なのか，のはなぜ台形ではないのか
を中心に話し合わせるようにした。これにより，
「向かいあう 1組の辺が平行な四角形Jだから，
という台形の定義を確認することができた。続
いて，平行四辺形を取り上げて話し合わせた。③
と＠がなぜ平行四辺形なのかを中心に話し合わ
せることで，台形のときの説明の仕方を生かし
て，定義を根拠に説明することができるように
なった。
5. おわりに
4年「垂直・平行と四角形Jの単元の授業実
践を通して「数学的な見方・考え方Jがどのよ
うなもので，単元を通してどう変わるのかを考
察した。単元の導入では「図形の構成要素の見
方・考え方」である「直角」という対象概念で
直線と直線の交わりを見ていた子どもが，「垂直」
という 2つの直線の位置関係・交わり方に着目
することができるようになった。さらに，その
見方・考え方を生かして，「平行」の意味を理解
していった。更に，辺の平行に目をつけて四角
形を考察し，仲間分けする活動を通して， 1組
の辺が平行な四角形， 2組の辺がどちらも平行
な四角形があることに気付き，台形と平行四辺
形の定義を知ることになった。さらに，台形と
平行四辺形の弁別を通して，より定義の理解を
確かなものにしていった。
この実践と考察から，子どもの「数学的な見
方・考え方Jは単元の中で育成し，豊かで確か
にすることができるものであると考えられる。
そして，それは教師の指導方法の工夫によって
可能になると考えられる。不断の授業改善が重
要であることを改めて感じ取ることができた。
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